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４　指導と評価の計画（全８単位時間想定）

次 主たる学習活動 評価する内容 評価方法

１

●単元の目標や進め方を確認し、学習の見通しをもつ。
●「水の東西」を読み、筆者は「鹿おどし」と「噴水」
とを、どのようなものとして捉えているか、本文中の
対句的表現を手がかりに整理する。

●筆者が「『鹿おどし』は、……いえるかもしれない。」
という理由を、本文の内容にそってまとめる。

●この文章の構成や展開の特徴を指摘し、その効果につ
いて話し合う。

知 識 ・ 技 能 1 2
知 識 ・ 技 能 3 4 5
思考・判断・表現 1 2

記述の点検
記述の確認
記述の確認

２

●「言語は色眼鏡である」を読み、「世界は……ものであ
る」とはどういうことか、わかりやすく説明する。

●英語の単数・複数の区別について、筆者が取りあげて
いる具体例を整理する。

●「外国語を学ぶ目的」を筆者はどのように述べている
か、まとめる。

●本文の「牛肉」の例のように、日本語と他の言語とで、
区分の仕方が違う例を探し、発表する。

知 識 ・ 技 能 1 2
知 識 ・ 技 能 3 4 5
思考・判断・表現 1 2

記述の点検
記述の確認
記述の確認

３

●「日本のお祭りはどういうものですか？」を読んで気
づいたこと、考えたことを発表し合う。

●「日本のお祭りはどういうものですか？」で指摘され
た点に留意して、問題例文を書き直す。

思考・判断・表現 3 行動の観察

４

●生徒作品例「折り紙」の構成や表現の仕方、話題や内
容について気づいたことを発表する。

●生徒作品例「折り紙」を参考に、各自で紹介文の読み
手を想定した上で、六〇〇字程度で身近な日本文化に
ついての紹介文を書く。

●単元の目標をもう一度確認し、学んだことを自分の言
葉でまとめる。

知 識 ・ 技 能 3
知 識 ・ 技 能 6
思考・判断・表現 1
思考・判断・表現 4
主体的に学習に取り組む態度

行動の観察
行動の観察
行動の観察
記述の確認
記述の点検
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単元の指導計画

教材名　　「水の東西」「言語は色眼鏡である」
　　　　　「学びを広げる　日本のお祭りはどういうものですか？」
　　　　　「身近な日本文化を紹介しよう　生徒作品　折り紙」

１　単元の目標
〔知識及び技能〕⑴ウ・エ・オ・カ、⑵ア・エ　　〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂア・イ・ウ・エ
「学びに向かう力、人間性等」

２　本単元における言語活動
読み手が必要とする情報に応じて手順書や紹介文などを書いたり、書式を踏まえて案内文や通知文な
どを書いたりする活動。（Ｂイ）

３　単元の評価規準

単元名　　　 相手のことを考える
　　　　　　 読み手のことを考えて、「伝わる文章」を書いてみよう

二

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

1  常用漢字の読みに慣れ、主な
常用漢字を書き、文や文章の
中で使っている。（⑴ウ）
2  実社会において理解したり表
現したりするために必要な語
句の量を増し、語感を磨き語
彙を豊かにしている。（⑴エ）
3  文、文章の効果的な組立て方
や接続の仕方について理解し
ている。（⑴オ）
4  比喩、例示、言い換えなどの
修辞や、直接的な述べ方や婉
曲的な述べ方について理解し
使っている。（⑴カ）
5  主張と論拠など情報と情報と
の関係について理解している。
（⑵ア）
6  情報の妥当性や信頼性の吟味
の仕方について理解を深め
使っている。（⑵エ）

1「書くこと」において、目的
や意図に応じて、実社会の中
から適切な題材を決め、集め
た情報の妥当性や信頼性を吟
味して、伝えたいことを明確
にしている。（Ｂア）
2「書くこと」において、読み
手の理解が得られるよう、論
理の展開、情報の分量や重要
度などを考えて、文章の構成
や展開を工夫している。（Ｂイ）
3「書くこと」において、自分
の考えや事柄が的確に伝わる
よう、根拠の示し方や説明の
仕方を考えるとともに、文体、
語句などの表現の仕方を工夫
している。（Ｂウ）
4「書くこと」において、目的
や意図に応じて書かれている
かなどを確かめて、文章全体
を整えたり、読み手からの助
言などを踏まえて、自分の文
章の特長や課題を捉え直した
りしている。（Ｂエ）

進んで文章の効果的な組立て方
や接続の仕方について理解し、
自分の考えが的確に伝わるよう、
粘り強く根拠の示し方や説明の
仕方を考え、課題にそって表現
の仕方を工夫して紹介文を書こ
うとしている。
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山
崎
正
和

水
の
東
西

教科書
p.32～p.37

今
日
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
文
化
や
芸
術
の
交
流
や
融
合
も
盛
ん

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
技
術
革
新
の
先
端
で
は
、
も
は
や
「
東
西
」
の
文
化
の
独

自
性
は
問
題
で
は
な
く
、
共
通
の
価
値
観
や
技
術
力
に
よ
っ
て
「
物
・
文
化
」
が
作
り

だ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
明
治
の
開
国
以
来
す
っ
か
り
近
代
（
西
洋
）
化
を
と

げ
た
現
代
の
日
本
社
会
の
生
活
を
み
て
も
、
と
り
た
て
て
「
洋
の
東
西
」
を
問
う
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
文
化
や
芸
術
の
表
層
に
過
ぎ
な
い
。
お
そ
ら
く
文
化
創
造
の
現
場

で
は
、
自
身
の
作
り
出
す
作
品
の
背
景
に
ぬ
ぐ
い
が
た
く
伝
統
文
化
が
刻
印
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
私
た
ち
が
日
常
的
に
感
じ
て
い
る
季
節
感
や
美
意
識
、
さ
ら
に
は
時
間
感
覚

や
空
間
感
覚
な
ど
の
感
性
の
根
源
的
な
と
こ
ろ
で
も
、〈
伝
統
的
〉
特
質
は
継
承
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
同
質
的
文
化
環
境
の
中
に
い
て
は
、
そ
の
特
徴
に
自
覚

的
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
だ
が
ひ
と
た
び
異
文
化
環
境
の
中
に
身
を
お
い
て
み
る
と
き
、

そ
れ
は
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
比
較
文
化
の
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

の
独
自
性
は
摘
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
自
体
は
恣
意
的
な
比
較
論
で

あ
っ
て
、
現
実
に
は
取
り
上
げ
る
対
象
や
比
較
の
観
点
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
科
学
的
な

実
証
性
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
俄
か
に
判
別
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
う
し
た
比
較
に
よ
っ
て
日
頃
よ
り
直
観
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
文
化
の
独
自

性
の
理
解
に
、
ひ
と
つ
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
る
。

教
材
採
録
の
意
図

1

殊
に
あ
る
ひ
と
つ
の
対
象
に
対
す
る
両
者
の
〈
表
現
〉
に
お
け
る
特
徴
的
相
違
に
注

目
す
る
と
き
、
相
互
の
特
異
性
が
よ
り
鮮
明
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
評
論
「
水

の
東
西
」
で
筆
者
は
、〈
水
〉
と
い
う
私
た
ち
の
生
活
に
も
文
化
に
も
き
わ
め
て
身
近

で
且
つ
根
源
的
な
事
象
を
捉
え
て
、「
洋
の
東
西
」
の
文
明
、
あ
る
い
は
文
化
の
相
違

を
論
じ
て
い
る
。
日
本
文
化
か
ら
取
り
上
げ
る
の
は
「
鹿
お
ど
し
」
で
あ
る
。
そ
の
仕

掛
け
に
よ
っ
て
「
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
（
水
の
流
れ
、
時
の
流
れ
）」
の
存
在
を
強

調
す
る
の
だ
と
筆
者
は
述
べ
る
。
一
方
、
そ
れ
に
対
す
る
に
西
洋
の
町
の
広
場
や
庭
園

に
み
ら
れ
る
「
噴
水
」
を
あ
げ
る
。
筆
者
は
そ
こ
に
空
間
に
静
止
す
る
壮
大
な
水
の
造

形
を
認
め
る
。
文
中
に
対
句
的
に
記
述
さ
れ
る
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」「
時

間
的
な
水
と
空
間
的
な
水
」「
見
え
な
い
水
と
、
目
に
見
え
る
水
」
は
、
そ
の
要
約
的

な
表
現
で
あ
る
。

「
水
」
を
つ
か
っ
た
芸
術
表
現
の
対
比
を
通
し
て
、
筆
者
は
日
本
人
の
特
質
に
つ
い

て
論
じ
る
。
そ
れ
は
「
積
極
的
に
、
形
な
き
も
の
」
を
恐
れ
な
い
思
想
以
前
の
「
感
性
」

に
あ
る
と
い
う
。
断
続
す
る
音
の
響
き
を
聞
い
て
、
そ
の
間
隙
に
流
れ
る
も
の
（
時
間
、

水
）
を
心
で
味
わ
う
と
い
う
「
鹿
お
ど
し
」
に
、
日
本
人
の
「
水
」
を
鑑
賞
す
る
行
為

の
究
極
を
筆
者
は
見
い
だ
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
「
東
西
文
化
」
の
対
比
か
ら
見
え

て
く
る
、
筆
者
に
よ
る
日
本
文
化
論
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
読
解
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
こ
の
作
品
は
評
論
読
解
の
基
本
で
あ
る
二
項
対
立
（
比
較
）
の
論
理
構
成
を

も
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
評
論
読
解
の
基
礎
的
演
習
に
適
し
た
評
論
作
品
で
あ
る
。

そ
の
際
に
、
筆
者
が
「
素
材
」
と
し
て
い
る
の
は
、「
水
」
の
表
象
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
例
示
さ
れ
て
い
る
事
象
か
ら
筆
者
の
意
図
や
観
点
、
思
い
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
で

相
手
の
こ
と
を

考
え
る
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と
か
「
そ
う
い
う
こ
と
を
ふ
と
考
え
さ
せ
る
ほ
ど
…
…
」
な
ど
の
接
続
語
が
使
わ
れ
て

い
る
。
接
続
詞
（
接
続
語
）
の
理
解
は
、
文
と
文
（
段
落
と
段
落
）
と
の
関
係
（
順
接
、

逆
接
な
ど
）
を
明
ら
か
に
し
て
話
題
の
転
換
を
示
唆
す
る
。
そ
れ
は
、
筆
者
の
述
べ
よ

う
と
す
る
論
理
展
開
の
方
向
性
（
段
落
相
互
の
関
係
）
を
決
定
す
る
も
の
な
の
で
特
に

注
意
を
要
す
る
。

同
じ
よ
う
に
指
示
語
の
示
す
内
容
の
理
解
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
般
的
に

指
示
語
は
既
述
内
容
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
次
の
論
点
へ
の
展
開
を
示
唆
し
て
い
く
役

割
を
も
つ
。
そ
の
た
め
論
理
的
文
章
の
読
解
に
は
必
須
の
前
提
で
あ
る
。「
水
の
東
西
」

で
も
随
所
に
指
示
語
は
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
「
そ
れ
を
せ
き
止
め
、
刻
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
仕
掛
け
は
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
の
存
在
を
強
調
し
て
い

る
」（
32
・
10
）
で
は
、「『
そ
れ
』
と
は
何
を
指
す
か
。」
と
い
う
脚
問
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。
指
示
内
容
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
で
立
ち
止
ま
り
、
そ
の
都

度
確
認
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
本
教
材
は
「
評
論
」
教
材
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
多
分
に
筆
者
の
直
観

や
思
い
が
表
れ
て
い
る
個
性
的
作
品
で
も
あ
る
。
そ
の
点
に
留
意
し
て
表
現
の
特
徴
を

理
解
す
る
こ
と
、
ま
た
類
型
的
な
比
較
文
化
の
固
定
観
念
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
配
慮
し

て
学
習
さ
せ
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。

き
る
。
な
お
且
つ
、
そ
れ
ら
を
授
業
の
ノ
ー
ト
に
き
ち
ん
と
整
理
さ
せ
る
（
作
業
さ
せ

る
）
こ
と
で
評
論
読
解
の
入
門
教
材
に
な
る
だ
ろ
う
。

評
論
読
解
の
最
初
の
教
材
で
も
あ
る
の
で
評
論
読
解
の
基
本
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、

作
品
「
水
の
東
西
」
の
指
導
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
て
行
き
た
い
。

第
一
に
筆
者
の
主
張
（
見
解
）
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
筆
者
が
何
を

問
題
に
し
て
い
る
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
水
の
東
西
」
で
は
、「
水
」
を

め
ぐ
る
文
化
の
対
比
を
通
し
て
日
本
人
の
「
感
性
」
や
日
本
文
化
の
特
質
を
明
ら
か
に

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
筆
者
が
対
比
さ
せ
て
い
る
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴

水
」
に
つ
い
て
の
意
見
に
着
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
項
対
立
（
比
較
）
の
論
点
を
把

握
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
筆
者
が
導
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る
主
題
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
二
に
論
の
構
造
（
論
理
展
開
、
段
落
）
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
全
体
を
い
く
つ

か
の
段
落
に
ま
と
め
て
整
理
す
る
こ
と
で
、「
水
の
東
西
」
の
論
理
構
造
が
み
え
て
く
る
。

最
初
に
「
鹿
お
ど
し
」
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
り
、
続
い
て
そ
れ
に
対
比
さ
せ
て
「
噴

水
」
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
。
二
つ
の
文
化
的
な
対
比
に
つ
い
て
の
考
察
を
通
し
て

筆
者
が
着
目
す
る
の
は
「
形
な
き
も
の
を
恐
れ
な
い
」
日
本
人
の
心
（
感
性
）
で
あ
る
。

そ
の
主
張
を
も
と
に
「
鹿
お
ど
し
」
は
、「
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
極
致
」

で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
全
体
の
構
造
を
分
析
し
て
お
く
こ
と
は
、
論

旨
の
読
解
と
要
約
に
欠
か
せ
な
い
読
み
の
作
業
で
あ
る
。

第
三
に
重
要
語
（
句
）
の
理
解
で
あ
る
。「
評
論
文
」
に
は
筆
者
が
自
分
の
論
点
や

考
え
を
強
調
し
た
り
、
要
約
し
た
り
す
る
た
め
に
鍵
と
な
る
語
（
句
）
が
登
場
す
る
。

そ
れ
ら
の
語
（
句
）
は
、
文
脈
の
中
で
特
別
な
意
味
づ
け
で
使
わ
れ
て
い
る
の
で
読
解

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。「
水
の
東
西
」
で
は
、
論
点
を
要
約
す
る
よ
う
な
意
味
を
受
け

て
使
わ
れ
て
い
る
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」

な
ど
の
語
句
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

以
上
の
読
解
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
る
の
が
、
指
示
語
（
指
示
内
容
）
や
接
続
詞
（
接

続
語
）
の
理
解
で
あ
る
。「
水
の
東
西
」
は
接
続
詞
の
使
用
の
比
較
的
少
な
い
評
論
文

で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
に
話
題
の
転
換
を
は
か
る
表
現
と
し
て
「
そ
う
い
え
ば
…
…
」
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二 相手のことを考える
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❶ 
著
者

山
崎
正
和
（
や
ま
ざ
き
ま
さ
か
ず
）

劇
作
家
・
評
論
家
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
〜
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
。
京
都

市
の
生
ま
れ
。
父
は
物
理
学
者
、
山
崎
正
武
。
母
花
子
。
五
歳
の
時
、
旧
満
州
医
大
予

科
教
授
に
就
任
し
た
父
に
従
っ
て
奉
天
（
現
・
瀋
陽
）
に
渡
り
、
一
九
四
八
（
昭
和
二

三
）
年
に
京
都
に
引
き
揚
げ
る
ま
で
、
旧
満
州
（
中
国
東
北
部
）
で
幼
年
時
代
を
過
ご

す
。
父
か
ら
厳
し
い
教
育
を
受
け
、
小
学
生
の
時
は
、
教
科
書
以
外
を
読
む
こ
と
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
旧
制
中
学
一
年
の
頃
、
病
臥
し
た
父
を
看
病
し
つ
つ
シ
ェ
ー
ク
ス

ピ
ア
や
森
鷗
外
を
読
み
、
文
学
に
目
覚
め
る
。
帰
国
し
て
一
九
五
二
（
昭
和
二
七
）
年
、

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
し
、
さ
ら
に
大
学
院
で
美
学
美
術
史
を
専
攻
す
る
。

大
学
在
学
中
か
ら
演
劇
活
動
を
行
い
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
、「
カ
ル
タ
の
城
」

を
発
表
す
る
。
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
、「
世
阿
弥
」
が
俳
優
座
に
よ
っ
て
上
演

さ
れ
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
で
、
岸
田
国
士
戯
曲
賞
を
受
賞
し
、
劇
作
家
と
し
て
の

地
位
を
確
立
す
る
。
以
後
、「
後
白
河
法
皇
」「
野
望
と
夏
草
」「
実
朝
出
帆
」
な
ど
次
々

に
発
表
し
、
現
代
を
代
表
す
る
劇
作
家
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

一
方
、
文
芸
批
評
・
文
明
批
評
・
芸
術
論
・
史
論
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
深
い
学
識

か
ら
の
鋭
い
評
論
を
発
表
し
、
評
論
家
と
し
て
も
第
一
線
に
立
っ
て
い
る
。
一
九
六
六

（
昭
和
四
一
）
年
に
は
『
劇
的
な
る
精
神
』
を
刊
行
す
る
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）

年
に
『
劇
的
な
る
日
本
人
』
を
刊
行
し
、
日
本
人
の
劇
的
精
神
を
指
摘
し
た
。
こ
の
作

品
で
芸
術
選
奨
を
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
『
鷗
外　

闘
う
家
長
』
で
、
一
九

八
四
（
昭
和
五
九
）
年
に
『
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
昇
天
』
で
読
売
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。
そ

の
他
に
『
不
機
嫌
の
時
代
』『
柔
ら
か
い
個
人
主
義
の
誕
生
』
な
ど
が
あ
る
。

作
品
の
概
説

2

❷ 

出
典

『
山
崎
正
和
著
作
集
５　

海
の
桃
山
記
』（
一
九
八
一
年
、
中
央
公
論
社
）
所
収
の
「
水

の
東
西
」
に
よ
る
。
漢
字
・
仮
名
の
入
れ
替
え
、
現
代
仮
遣
い
へ
の
変
更
以
外
に
本
文

と
の
異
同
は
な
い
。

❸ 

表
現
上
の
特
色

日
常
的
に
身
近
な
「
水
」
を
使
っ
た
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
を
対
比
さ
せ
な
が

ら
、
西
洋
文
化
と
日
本
文
化
の
一
端
を
簡
潔
に
論
じ
た
評
論
で
あ
る
。
ふ
た
つ
の
対
照

的
な
仕
掛
け
（「
鹿
お
ど
し
」「
噴
水
」
）
に
着
目
し
て
両
文
化
を
明
快
に
分
析
す
る
視

点
が
説
得
力
を
も
っ
て
い
る
。
特
に
両
者
の
分
析
に
際
し
て
は
、「
流
れ
る
水
と
、
噴

き
上
げ
る
水
」「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」「
見
え
な
い
水
と
、
目
に
見
え
る
水
」

と
い
う
鍵
に
な
る
語
句
の
対
比
が
、
こ
の
評
論
の
理
解
を
助
け
て
い
る
こ
と
に
も
着
目

し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
語
句
が
そ
れ
自
体
で
筆
者
の
論
じ
て
い
る
内
容
の
要
約
の

役
割
を
も
担
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
鮮
や
か
な
二
項
対
立
の
構
成
が
こ
の
評
論
の
特

色
を
形
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
水
」
を
め
ぐ
る
文
化
的
な
二
項
対
立
の
意
識
は
、

単
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
素
材
（「
鹿
お
ど
し
」
対
「
噴
水
」
）
の
み
に
限
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
使
わ
れ
て
い
る
語
句
の
対
比
と
し
て
も
一
貫
性
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
た

め
に
大
変
読
み
や
す
く
（
板
書
等
）
整
理
し
や
す
い
評
論
に
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
評
論
に
お
け
る
筆
者
の
眼
目
は
、
単
純
な
「
水
」
の
東
西
文
化
の
比

較
に
終
始
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
（「
鹿
お
ど
し
」「
噴
水
」
）
を
作

り
上
げ
て
き
た
背
景
に
つ
い
て
論
究
し
て
、
そ
こ
に
単
な
る
気
候
や
技
術
な
ど
の
「
外

面
的
な
事
情
」
を
超
え
た
「
独
自
の
好
み
」
と
も
い
え
る
「
思
想
以
前
の
感
性
」
の
特

性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
り
わ
け
「
積
極
的
に
、
形
な
き
も
の
を
恐
れ
な

い
」
日
本
人
の
心
の
特
性
に
迫
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
結
論
が

説
得
力
を
も
つ
の
も
、
実
は
前
半
の
二
項
対
立
に
よ
る
考
察
が
筆
者
の
論
点
を
鮮
明
に

し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
有
効
に
効
い
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

相
手
の
こ
と
を

考
え
る

二

水の東西
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❶ 

指
導
者
の
た
め
の
参
考
文
献

 ●
山
崎
正
和
『
混
沌
か
ら
の
表
現
』（
二
〇
〇
七
年
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

 ●
加
藤
周
一
『
日
本
人
と
は
何
か
』（
一
九
七
六
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
）

 ●
加
藤
周
一
・
Ｍ
．ラ
イ
シ
ュ
・
Ｒ
．Ｊ
．リ
フ
ト
ン
、
矢
島
翠
訳
『
日
本
人
の
死
生
観

上
・
下
』（
一
九
七
七
年
、
岩
波
新
書
）

 ●
唐
木
順
三
『
中
世
の
文
学
』（
一
九
六
五
年
、
筑
摩
叢
書
）

 ●
唐
木
順
三
『
無
常
』（
一
九
九
八
年
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

 ●
河
合
雅
雄
『
子
ど
も
と
自
然
』（
一
九
九
〇
年
、
岩
波
新
書
）

 ●
小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』（
一
九
九
一
年
、
新
潮
文
庫
）

 ●
司
馬
遼
太
郎
『
街
道
を
ゆ
く
26　

嵯
峨
散
歩
、
仙
台
・
石
巻
』（
一
九
九
〇
年
、
朝

日
文
庫
）

 ●
夏
目
漱
石
「
現
代
日
本
の
開
化
」（『
私
の
個
人
主
義
』
一
九
七
八
年
、
講
談
社
学
術

文
庫
）

 ●
丸
山
真
男
『
日
本
の
思
想
』（
一
九
六
一
年
、
岩
波
新
書
）

❷ 

学
習
者
の
た
め
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

 ●
和
辻
哲
郎
『
風
土
』（
一
九
七
九
年
、
岩
波
文
庫
）

 ●
山
崎
正
和
・
丸
谷
才
一
『
日
本
史
を
読
む
』（
二
〇
〇
一
年
、
中
公
文
庫
）

 ●
進
士
五
十
八
『
日
本
の
庭
園　

造
景
の
技
術
と
こ
こ
ろ
』（
二
〇
〇
五
年
、
中
公
新
書
）

参
考
文
献

3
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❷ 

学
習
指
導
の
展
開
例 
﹇
３
時
間
を
想
定
﹈

時
間

学
習
活
動

指
導
上
の
留
意
点

第1時限

導
入

１　

日
本
的
な
も
の
、
西
洋
的
な
も
の
と
対
比
さ
れ
る
も
の
を
あ
げ
る
。

２　
「
鹿
お
ど
し
」「
噴
水
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

３　

全
文
を
音
読
・
黙
読
す
る
。

 ●
自
由
な
思
い
つ
き
を
発
表
さ
せ
る
。

 ●
見
た
こ
と
が
あ
る
生
徒
が
い
れ
ば
、
い
つ
、
ど
こ
で
な
ど
を
発
表

し
て
も
ら
い
、
共
通
の
話
題
に
す
る
。

 ●
漢
字
、
語
句
の
意
味
に
も
留
意
さ
せ
る
。
小
テ
ス
ト
を
行
っ
て
も

よ
い
。 

漢
字 

語
句

展
開
１

４　
〈
初
め
〜
33
・
9
〉
を
読
解
す
る
。

５　
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」
の
具
体
的
な
内
容
を
読
み
取
る
。

 ●「
鹿
お
ど
し
」
の
し
く
み
を
理
解
さ
せ
る
。

 ●〈
初
め
〜
33
・
9
〉
の
内
容
を
対
比
的
に
板
書
す
る
。

❶ 
評
価
規
準

知
識
・
技
能

1
常
用
漢
字
の
読
み
に
慣
れ
、
主
な
常
用
漢
字
を
書
き
、
文
や
文
章
の
中
で
使
っ
て
い
る
。（
⑴
ウ
）

知
識
・
技
能

2
実
社
会
に
お
い
て
理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
に
必
要
な
語
句
の
量
を
増
す
と
と
も
に
、
語
句
や
語
彙
の
構
造
や
特
色
、
用
法
及
び
表
記
の
仕
方
な
ど

を
理
解
し
、
話
や
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
を
通
し
て
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。（
⑴
エ
）

知
識
・
技
能

3
文
、
文
章
の
効
果
的
な
組
立
て
方
や
接
続
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。（
⑴
オ
）

知
識
・
技
能

4
比
喩
、
例
示
、
言
い
換
え
な
ど
の
修
辞
や
、
直
接
的
な
述
べ
方
や
婉
曲
的
な
述
べ
方
に
つ
い
て
理
解
し
使
っ
て
い
る
。（
⑴
カ
）

知
識
・
技
能

5
主
張
と
論
拠
な
ど
情
報
と
情
報
と
の
関
係
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。（
⑵
ア
）

思
考
・
判
断
・
表
現
1
「
書
く
こ
と
」
に
お
い
て
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
、
実
社
会
の
中
か
ら
適
切
な
題
材
を
決
め
、
集
め
た
情
報
の
妥
当
性
や
信
頼
性
を
吟
味
し
て
、
伝
え
た
い

こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。（
Ｂ
ア
）

思
考
・
判
断
・
表
現
2
「
書
く
こ
と
」
に
お
い
て
、
読
み
手
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
論
理
の
展
開
、
情
報
の
分
量
や
重
要
度
な
ど
を
考
え
て
、
文
章
の
構
成
や
展
開
を
工
夫
し
て

い
る
。（
Ｂ
イ
）

学
習
指
導
の
展
開
と
評
価

4

相
手
の
こ
と
を

考
え
る

二

水の東西
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評価

知
識
・
技
能

⑴
ウ
・
エ

　

評
価
の
実
際
▼
本
文
中
の
漢
字
や
語
句
の
意
味
を
正
確
に
捉
え
る
と
と
も
に
、
対
義
語
に
つ
い
て
調
べ
、
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。﹇
記
述
の

点
検
﹈

第2時限

展
開
２

１　
〈
33
・
10
〜
35
・
4
〉
を
音
読
・
黙
読
す
る
。

２　
〈
33
・
10
〜
35
・
4
〉
を
読
解
す
る
。

３　
「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」
の
具
体
的
な
内
容
を
読
み
取
る
。

４　
〈
35
・
5
〜
36
・
5
〉
を
音
読
・
黙
読
す
る
。

５　
〈
35
・
5
〜
36
・
5
〉
を
読
解
す
る
。

６　
「
見
え
な
い
水
と
、
目
に
見
え
る
水
」
の
具
体
的
な
内
容
を
読
み
取
る
。

 ●
漢
字
、
語
句
の
意
味
に
も
留
意
さ
せ
る
。

 ●
時
間
的
存
在
と
空
間
的
存
在
と
の
違
い
を
考
え
さ
せ
る
。

 ●
漢
字
、
語
句
の
意
味
に
も
留
意
さ
せ
る
。

 ●「
見
え
な
い
水
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
日
本
文
化
の
特
質
に

つ
い
て
筆
者
の
考
え
を
理
解
さ
せ
る
。

評価

次
時
と
合
わ
せ
て
行
う
。

第3時限

ま
と
め

１　

対
句
的
表
現
を
手
が
か
り
に
、
筆
者
が
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
整
理
す
る
。 

課
題
Ａ 

1

２　
〈
36
・
6
〜
終
わ
り
〉
を
音
読
・
黙
読
す
る
。

３　
〈
36
・
6
〜
終
わ
り
〉
を
読
解
す
る
。

４　

最
後
の
一
文
に
集
約
さ
れ
る
筆
者
の
主
張
の
理
由
を
、
本
文
の
内
容
に

そ
っ
て
ま
と
め
る
。 

課
題
Ａ 

2

５　

文
章
の
構
成
や
展
開
の
特
徴
を
指
摘
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

 

課
題
Ｂ

 ●
箇
条
書
き
か
ら
始
め
さ
せ
る
。

 ●
漢
字
、
語
句
の
意
味
に
も
留
意
さ
せ
る
。

 ●「
言
う
ま
で
も
な
く
…
…
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
」（
35
・
16
〜
36
・

4
）
の
段
落
と
、
最
終
段
落
の
記
述
を
手
が
か
り
に
考
え
、「
流

れ
る
水
」「
時
間
的
な
水
」「
見
え
な
い
水
」
と
い
っ
た
「
鹿
お
ど

し
」
の
特
性
を
押
さ
え
て
ま
と
め
さ
せ
る
。

 ●
本
文
の
具
体
的
な
記
述
（
根
拠
の
指
摘
）
に
基
づ
い
て
話
し
合
い

を
展
開
す
る
よ
う
留
意
さ
せ
る
。

評価

知
識
・
技
能

⑴
オ
・
カ
、
⑵
ア

　

評
価
の
実
際
▼
主
張
と
論
拠
の
関
係
を
捉
え
て
文
章
の
効
果
的
な
構
成
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
例
示
や
言
い
換
え
な
ど
の
効
果
に
つ

い
て
理
解
し
て
い
る
。﹇
記
述
の
確
認
﹈

思
考
・
判
断
・
表
現

Ｂ
ア
・
イ

　

評
価
の
実
際
▼
比
較
し
て
論
じ
る
と
い
う
文
章
構
成
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
し
、
文
化
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
る
。﹇
記
述
の
確
認
﹈
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❶ 
要
旨

﹇
200
字
﹈
日
本
の
「
鹿
お
ど
し
」
は
、
水
や
時
の
流
れ
と
い
っ
た
流
れ
て
や
ま
な
い
も

の
の
存
在
を
強
調
す
る
仕
掛
け
で
あ
る
。
一
方
、「
噴
水
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
西

洋
」
で
は
水
は
空
間
的
な
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
造
形
の
対
象
に
な
っ

て
き
た
。
日
本
人
は
「
行
雲
流
水
」
と
い
う
言
葉
に
み
ら
れ
る
、
一
切
を
自
然
に
任
せ

る
と
い
う
思
想
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
の
思
想
は
、
形
が
な
く
自
然
に
流
れ
て
ゆ
く
も

教
材
の
解
説

5❷ 

全
体
の
構
成

の
を
好
ま
し
く
感
じ
る
と
い
う
日
本
人
独
特
の
感
性
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。（
197
字
）

﹇
100
字
﹈「
西
洋
」
で
は
、
水
は
空
間
的
に
捉
え
ら
れ
、
造
形
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。

一
方
日
本
で
は
、
水
は
形
が
な
く
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ

は
自
然
に
流
れ
ゆ
く
形
な
き
も
の
を
好
ま
し
く
感
じ
る
日
本
人
の
感
性
の
現
れ
で
あ
る
。

（
97
字
）

﹇
解
説
﹈
水
を
素
材
と
し
て
東
西
の
文
化
の
相
違
を
述
べ
た
文
章
で
は
あ
る
が
、
筆
者

は
そ
の
相
違
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
者
の
考
え
る
日
本
の
文
化
、
日
本
人
に
独

特
の
感
性
を
述
べ
て
い
る
の
だ
と
い
う
点
を
は
ず
さ
な
い
よ
う
に
指
導
し
た
い
。

初
め

〜 

33
・
9
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き

上
げ
る
水
。」

流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
水

鹿
お
ど
し
は
流
れ
る
も
の
を
せ
き
止
め
、
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
感
じ
は
人
生
の
け
だ
る
さ
に
通
じ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
々
は
、
こ
の
鹿
お
ど
し
の
音
と
音
と
の
長
い
間
隔
を
聴
く
ゆ

と
り
が
な
く
、
む
し
ろ
水
の
芸
術
と
い
う
べ
き
噴
水
に
く
つ
ろ
ぎ
を
感
じ
て
い
る
。

33
・
10
「
そ
う
い
え
ば
…
」

〜 

35
・
4
「
時
間
的
な
水
と
、
空

間
的
な
水
。」

空
間
に
静
止
す
る
水

欧
米
に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
噴
水
が
あ
っ
て
、
そ
の
壮
大
な
造
形
は
彫
刻
の
よ
う
に
空
間
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

35
・
5
「
そ
う
い
う
こ
と
を
…
」

〜 

36
・
5
「
見
え
な
い
水
と
、
目

に
見
え
る
水
。」

日
本
人
の
感
性

日
本
の
伝
統
に
は
噴
水
と
い
う
も
の
は
少
な
い
。
日
本
人
に
と
っ
て
水
は
自
然
に
流
れ
る
姿
が
美
し
い
の
で
あ
り
、
圧
縮
し

た
り
ね
じ
曲
げ
た
り
、
粘
土
の
よ
う
に
造
形
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
行
雲
流
水
」
と
い
う
思
想
は
、
水
の
よ

う
に
形
な
き
も
の
を
恐
れ
な
い
日
本
人
の
心
の
現
れ
だ
と
い
え
る
。

89
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の
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36
・
6
「
も
し
、
…
」

〜 

終
わ
り
「
…
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。」

「
鹿
お
ど
し
」
が
表
す
も
の

「
鹿
お
ど
し
」
は
、
水
自
体
を
見
ず
に
、
そ
の
流
れ
を
感
じ
る
、
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け
だ
と

い
え
る
。

﹇
参
考
﹈「
…
水
と
、
…
水
。」
と
い
う
対
句
的
表
現
に
注
目
し
て
四
つ
に
分
け
た
が
、
次
の
よ
う
な
分
け
方
も
考
え
ら
れ
る
。

 ●
初
め
〜
33
・
1
「
…
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。」

 ●
33
・
2
「
私
は
こ
の
『
鹿
お
ど
し
』
を
、
…
」
〜
35
・
3
「
…
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。」

 ●
35
・
4
「
時
間
的
な
水
と
、
…
」
〜
35
・
15
「
…
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」

 ●
35
・
16
「
言
う
ま
で
も
な
く
、
…
」
〜
終
わ
り
「
…
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。」
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90

二 相手のことを考える

❸ 

展
開
図

　
 

鹿
お
ど
し

　

 

噴
水

流
れ
る
も
の
を 

せ
き
止
め
、
刻
む

　

↓ 

流
れ
て
や
ま
な
い
も
の
の 

存
在
を
強
調

　

流
れ
る
水

噴
き
上
げ
る 

華
や
か
な
水
の
芸
術

 　
　

 　

時
間
的
な
水

音
を
た
て
て 

空
間
に
静
止
し
て
い
る

　
　

自
然
に
流
れ
る
姿
が
美
し
い

　

↓ 

形
な
き
も
の
を 

恐
れ
な
い
心
の
現
れ

　

見
え
な
い
水

造
型
す
る
対
象

 　
　

断
続
す
る
音
の
間
隙
に
流
れ
る 

も
の
を
間
接
に
心
で
味
わ
う

 

↓ 

日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る 

行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け

初め～33・9

対
句
的
表
現
１

噴
き
上
げ
る
水

33・10～35・4

対
句
的
表
現
２

空
間
的
な
水

35・5～36・5

対
句
的
表
現
３

目
に
見
え
る
水

36・6～終わり

❹ 

語
句
・
文
脈
の
解
説

32
ペ
ー
ジ

1 

鹿
お
ど
し　
﹇
庭
園
装
置
の
一
つ
。
本
来
は
、
そ
の

音
で
田
畑
を
荒
ら
す
鹿
や
猪
な
ど
を
追
い
払
う
た
め

の
仕
掛
け
。「
添
水
・
し
か
お
ど
し
」
と
も
い
う
。﹈

「
鹿
威
し
・
鹿
脅
し
」
と
書
く
。
教
科
書
33
ペ
ー
ジ

の
写
真
の
よ
う
に
主
と
し
て
竹
筒
を
用
い
、
中
ほ
ど

に
支
点
を
設
け
て
全
体
を
支
え
る
。
片
側
に
は
切
り

口
を
設
け
、
筧
な
ど
か
ら
水
を
引
い
て
た
め
る
。
あ

る
程
度
水
が
た
ま
る
と
そ
の
重
み
で
竹
筒
が
シ
ー

ソ
ー
の
よ
う
に
傾
い
て
水
を
吐
き
出
す
。
水
を
吐
き

終
わ
る
と
勢
い
よ
く
元
に
戻
る
の
だ
が
、
そ
の
反
対

側
の
端
が
、
そ
の
下
に
あ
る
石
を
打
ち
、
音
を
出
す
。

現
在
見
ら
れ
る
の
は
日
本
庭
園
な
ど
で
の
趣
味
的
な

装
置
で
あ
る
。

問 
「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
の
よ
う
に
、
日
本

的
な
も
の
と
西
洋
的
な
も
の
と
で
対
比
さ
れ
る

も
の
を
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
あ
げ
な
さ
い
。

答 

米
飯
と
パ
ン
、
箸
と
フ
ォ
ー
ク
・
ス
プ
ー
ン
な

ど
。

問 

第
一
形
式
段
落
の
第
二
文
〜
第
四
文
は
、
第
一

文
に
対
し
て
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る

か
。

答 

第
一
文
「『
鹿
お
ど
し
』
が
動
い
て
い
る
」
の

具
体
的
描
写
。

1 

愛
嬌　

好
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
笑
い
を
誘
う

よ
う
な
言
動
や
表
情
。
こ
こ
で
は
、
鹿
お
ど
し
の
動

き
に
そ
れ
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
。「
愛
敬
」
と
も

書
く
。

問 

「
愛
嬌
」
に
相
応
す
る
描
写
を
第
一
形
式
段
落

か
ら
抜
き
出
し
な
さ
い
。

答 

・「
か
わ
い
ら
し
い
竹
の
シ
ー
ソ
ー
」（
32
・
2
）

 

・「
こ
お
ん
と
、
く
ぐ
も
っ
た
優
し
い
音
」

（
32
・
5
）

＊
愛
嬌　

①
表
情
や
言
動
が
愛
ら
し
く
、
人
好
き
の

す
る
こ
と
。
②
好
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
り
、
笑

い
を
誘
う
よ
う
な
言
動
や
表
情
。
愛
想
。
③
商
店

で
客
の
気
を
引
く
た
め
に
行
う
、
値
引
き
・
お
ま

け
・
催
し
物
な
ど
。

1 

け
だ
る
さ　

体
の
状
態
や
気
分
が
な
ん
と
な
く
だ
る

い
こ
と
。「
け
」
は
接
頭
語
で
、
動
詞
・
形
容
詞
に

冠
し
て
、
な
ぜ
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
か
わ
か

ら
な
い
が
、
そ
の
感
じ
を
払
い
の
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。

問 

筆
者
は
「
鹿
お
ど
し
」
の
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

に
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う
な

も
の
を
感
じ
る
」
の
か
。
本
文
中
か
ら
抜
き
出

し
な
さ
い
。

答 

・「
単
純
な
、
穏
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に

い
つ
ま
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
」（
32
・
6
）

 

・「
何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労
が
ま
た
一
か
ら

始
め
ら
れ
る
」（
32
・
7
）
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2 

竹
の
シ
ー
ソ
ー　
「
鹿
お
ど
し
」（
32
・
1
）
の
項
参

照
。

2 

水
受
け　
「
鹿
お
ど
し
」（
32
・
1
）
の
項
参
照
。

3 

筧　
﹇
水
を
引
い
て
く
る
た
め
に
竹
や
木
で
作
っ
た

樋
。﹈「
掛
樋
」
と
も
書
き
、「
か
け
ひ
」
と
も
発
音

す
る
。
竹
の
節
を
抜
い
た
り
、
木
の
芯
を
く
り
抜
い

た
り
し
た
樋
を
、
地
上
に
設
け
て
水
を
引
く
装
置
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
水
を
鹿
お
ど
し
の
水
受
け
で
あ
る

切
り
口
に
引
く
。

問 

「
緊
張
が
高
ま
り
、
そ
れ
が
一
気
に
ほ
ど
け
」

（
32
・
6
）と
は
何
の
ど
の
よ
う
な
状
態
を
い
っ

て
い
る
の
か
。

答 

「
鹿
お
ど
し
」
の
水
受
け
に
水
が
し
だ
い
に
た

ま
っ
て
ゆ
き
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
、
シ
ー

ソ
ー
が
傾
い
て
水
を
こ
ぼ
す
状
態
。

5 

く
ぐ
も
っ
た　

声
や
音
が
物
の
陰
か
ら
出
る
よ
う
に
、

こ
も
っ
て
聞
こ
え
る
さ
ま
。

6 

単
純
な
、
穏
や
か
な
リ
ズ
ム
が
、
無
限
に
い
つ
ま
で

も
繰
り
返
さ
れ
る　

竹
が
石
を
打
つ
と
き
に
生
じ
る

音
に
は
何
の
人
工
的
な
工
夫
も
な
く
、
そ
れ
は
鹿
お

ど
し
に
水
が
流
れ
続
け
る
限
り
、
常
に
一
定
の
間
隔

で
い
つ
ま
で
も
続
く
と
い
う
こ
と
。

7 

何
事
も
起
こ
ら
な
い
徒
労　

仕
掛
け
自
体
は
人
工
的

で
も
、
鹿
お
ど
し
の
動
き
自
体
は
自
然
な
も
の
だ
か

ら
、
緊
張
が
高
ま
る
中
で
何
事
か
が
起
こ
る
か
も
し

れ
な
い
と
期
待
す
る
の
だ
が
、
そ
の
期
待
は
は
ず
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
期
待
を
は
ず
し
た
動
き
を
徒
労
と

み
な
す
の
は
、
そ
の
動
き
を
見
て
い
る
人
間
の
感
じ

方
（=

感
性
）
の
問
題
で
あ
る
。「
人
生
の
け
だ
る

さ
」（
32
・
1
）
に
通
じ
る
表
現
で
あ
る
。

＊
徒
労　

骨
折
っ
て
働
い
て
も
役
に
立
た
な
い
こ
と
。

無
益
な
労
苦
。

8 

静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て

る　

竹
が
石
を
打
つ
音
が
一
定
の
リ
ズ
ム
を
作
り
、

「
時
を
刻
」
む
。
そ
の
音
と
音
と
の
間
に
静
寂
と
時

間
の
長
さ
が
作
り
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。「
い
や

が
う
え
に
も
」
は
、「
す
で
に
そ
う
で
あ
る
上
に
ま

す
ま
す
」
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
見
て
い
て
も
静
寂

と
時
間
の
長
さ
を
感
じ
る
上
に
、
音
を
聞
く
と
ま
す

ま
す
、
と
い
う
意
味
に
な
る
。

10 

そ
れ　
「
流
れ
る
も
の
」
を
指
す
。

脚問 

「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
す
か
。

答 

「
流
れ
る
も
の
」（
32
・
9
）

▼ 

「
水
の
流
れ
な
の
か
、
時
の
流
れ
な
の
か
、『
鹿

お
ど
し
』
は
我
々
に
流
れ
る
も
の
を
感
じ
さ
せ

る
」（
32
・
9
）
と
あ
る
。

10 

か
え
っ
て　

流
れ
る
も
の
を
せ
き
止
め
、
刻
む
の
で

あ
れ
ば
、「
流
れ
る
も
の
」
の
存
在
は
否
定
さ
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
が
逆
に
「
流

れ
て
や
ま
な
い
も
の
の
存
在
を
強
調
」
す
る
の
で
、

こ
の
副
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

問 

「
か
え
っ
て
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す

る
副
詞
か
。

答 

物
事
の
展
開
が
予
期
に
反
す
る
こ
と
を
表
す
。

33
ペ
ー
ジ

2 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
東
部
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
州
都
で
同
国
の
経
済
・
文
化
の
中
心
都

市
。

3 

素
朴　

飾
り
気
が
な
く
、
自
然
の
ま
ま
の
よ
さ
を

も
っ
て
い
る
こ
と
。

問 

「
素
朴
な
竹
の
響
き
」（
33
・
3
）
と
対
照
的
な

語
句
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

答 

「
華
や
か
な
噴
水
」（
33
・
6
）

4 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
で
は
人
々
は
あ
ま
り
に
忙
し

す
ぎ
て　

鹿
お
ど
し
の
音
と
音
の
間
隔
に
存
在
す
る

静
寂
と
時
間
の
長
さ
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
に

居
合
わ
せ
た
人
々
が
受
け
止
め
な
い
理
由
を
筆
者
は

「
忙
し
す
ぎ
て
」
と
述
べ
て
い
る
。
窓
の
下
に
噴
き

上
げ
る
「
華
や
か
な
噴
水
」
に
気
持
ち
を
く
つ
ろ
が

せ
て
い
た
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
々
が
、「
鹿
お
ど

し
」
自
体
を
楽
し
む
文
化
の
な
い
こ
と
に
も
理
解
を

と
ど
か
せ
て
お
い
て
よ
い
。

6 

こ
こ
で
は　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
。「
噴
水
」
と
「
鹿

お
ど
し
」
の
対
比
が
示
唆
さ
れ
る
。

問 

第
三
形
式
段
落
は
、
そ
れ
以
前
の
文
章
の
内
容

と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
。

答 

そ
れ
以
前
は
「
鹿
お
ど
し
」
の
日
本
人
の
受
け

止
め
方
を
述
べ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
第
三
段

落
で
は
西
洋
人
の
受
け
止
め
方
を
述
べ
て
い
る
。

問 

第
三
形
式
段
落
の
文
末
表
現
の
特
徴
を
指
摘
し
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❻ 「
課
題
」
の
解
説

課
題
Ａ

1 
筆
者
は
、「
鹿
お
ど
し
」
と
「
噴
水
」
と
を
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え

て
い
る
か
。
本
文
中
か
ら
対
句
的
表
現
を
三
つ
探
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
整
理

し
て
み
よ
う
。

解
答
例

解
答
例

・
「
鹿
お
ど
し
」
は
、
日
本
人
に
、
自
然
に
流
れ
る
水
そ
の
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
と
同

時
に
時
間
を
も
感
じ
さ
せ
、
形
の
な
い
も
の
を
間
接
的
に
味
わ
わ
せ
る
装
置
と
し
て

捉
え
て
い
る
。

・
「
噴
水
」
は
、
水
を
人
工
的
に
空
間
に
噴
き
上
げ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
洋
人

に
直
接
目
に
見
え
る
形
で
水
を
味
わ
わ
せ
る
装
置
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

解
説
解
説

・
流
れ
る
水
…
「
鹿
お
ど
し
」
を
流
れ
る
水
で
あ
り
、
水
そ
の
も
の
を
加
工
す
る
こ
と

な
く
、
水
の
自
然
の
流
れ
に
従
っ
て
流
れ
る
水
で
あ
る
。

・
噴
き
上
げ
る
水
…
「
噴
水
」
の
水
で
あ
り
、
水
の
自
然
な
流
れ
に
逆
ら
っ
て
人
間
が

人
工
的
に
空
中
に
噴
き
上
げ
さ
せ
た
水
で
あ
る
。

・
時
間
的
な
水
…
「
鹿
お
ど
し
」
を
流
れ
る
水
で
あ
り
、
そ
れ
が
刻
む
単
純
な
、
穏
や

か
な
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
日
本
人
に
間
接
的
に
時
間
を
感
じ
さ
せ
る
水
で
あ
る
。

・
空
間
的
な
水
…
「
噴
水
」
の
水
で
あ
り
、
西
洋
人
が
、
自
然
な
水
の
姿
を
圧
縮
し
、

ね
じ
曲
げ
、
粘
土
の
よ
う
に
造
型
し
て
、
人
工
的
に
空
間
に
噴
き
上
げ
た
水
で
あ
る
。

・
見
え
な
い
水
…
「
鹿
お
ど
し
」
を
流
れ
る
水
で
あ
り
、
形
と
し
て
目
に
見
え
な
い
存

在
で
あ
っ
て
、
日
本
人
に
好
ま
れ
る
水
で
あ
る
。

・
目
に
見
え
る
水
…
「
噴
水
」
の
水
で
あ
り
、
形
と
し
て
目
に
見
え
る
よ
う
に
造
型
さ

れ
た
水
で
あ
る
。

2 

「『
鹿
お
ど
し
』
は
、
日
本
人
が
水
を
鑑
賞
す
る
行
為
の
極
致
を
表
す
仕
掛
け
だ

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
」（
36
・
8
）
と
い
う
理
由
を
、
本
文
の
内
容
に
そ
っ

て
ま
と
め
て
み
よ
う
。

解
答
例

解
答
例

「
鹿
お
ど
し
」
の
立
て
る
音
と
音
と
の
間
隙
に
、
日
本
人
は
水
や
時
間
の
流
れ
を
感

じ
取
る
。
つ
ま
り
「
鹿
お
ど
し
」
は
、
水
を
形
の
な
い
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
形
の
な

い
自
然
な
水
の
流
れ
を
美
し
い
と
し
て
好
む
日
本
人
の
感
性
に
ぴ
っ
た
り
と
合
っ
た
装

置
で
あ
る
と
い
え
る
か
ら
。

解
説
解
説

直
接
に
は
、
教
科
書
35
ペ
ー
ジ
16
行
目
「
言
う
ま
で
も
な
く
…
…
」
の
段
落
、
36
ペ
ー

ジ
の
6
行
目
「
も
し
、
…
…
」
の
段
落
の
記
述
を
手
が
か
り
に
考
え
る
。
さ
ら
に
、「
噴

水
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
者
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
「
鹿
お
ど
し
」
を
流

れ
る
水
の
「
流
れ
る
水
」「
時
間
的
な
水
」「
見
え
な
い
水
」
と
い
っ
た
特
性
を
押
さ
え

て
考
え
れ
ば
よ
い
。

相
手
の
こ
と
を

考
え
る

二
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課
題
Ｂ

1 

こ
の
文
章
の
構
成
や
展
開
の
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
し
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
み
よ
う
。

解
答
例

解
答
例

・
「
水
」
を
素
材
と
す
る
「
鹿
お
ど
し
」（
日
本
）
と
「
噴
水
」（
西
洋
）
と
の
二
項
比

較
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
的
特
徴
が
対
照
的
に
論
じ
ら
れ
る
。

↓
具
体
的
な
素
材
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
理
解
し
や
す
い
。

↓「
水
」
と
い
う
素
材
を
使
っ
て
、「
日
本
」
と
「
西
洋
」
の
文
化
に
つ
い
て
対
比
的

に
論
じ
ら
れ
る
の
で
、
理
解
し
や
す
い
。

・
「
流
れ
る
水
と
、
噴
き
上
げ
る
水
」「
時
間
的
な
水
と
、
空
間
的
な
水
」「
見
え
な
い

水
と
、
目
に
見
え
る
水
」
と
い
う
対
句
的
な
表
現
で
論
旨
を
ま
と
め
て
い
る
。

↓
論
述
と
結
び
つ
い
て
対
比
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
理
解
し
や
す
い
。

↓
対
句
的
な
表
現
が
、「
水
」
を
め
ぐ
っ
て
の
対
比
の
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
理

解
し
や
す
い
。

・
「
鹿
お
ど
し
」「
噴
水
」
と
い
う
具
体
的
な
対
象
を
素
材
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
述

に
は
筆
者
の
主
観
的
な
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
は
「
形
な
き
も
の
を
恐

れ
な
い
」「
日
本
人
」
の
心
（
や
文
化
的
特
徴
）
に
つ
い
て
の
、
筆
者
の
考
え
が
展

開
さ
れ
る
。

↓
対
比
を
通
し
て
、「
日
本
人
」
の
心
の
現
れ
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
理
解
し
や
す
い
。

↓
「
日
本
人
」「
西
洋
人
」
に
つ
い
て
の
論
述
が
、
筆
者
の
意
見
や
考
え
に
基
づ
く

対
比
な
の
で
偏
り
が
生
ま
れ
る
。

↓
「
文
化
」
に
つ
い
て
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
（
固
定
観
念
、
思
い
込
み
、
偏
見
）
を

形
成
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。

解
説
解
説

「
話
し
合
い
」
活
動
で
あ
る
。
具
体
的
な
記
述
（
根
拠
の
指
摘
）
に
基
づ
い
て
展
開

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
他
留
意
す
べ
き
こ
と
を
以
下
に
述
べ
る
。

・
「
構
成
・
展
開
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

・
「
構
成
・
展
開
」
の
特
徴
の
指
摘
が
、「
そ
の
効
果
」
に
結
び
つ
い
て
説
明
さ
れ
て

い
る
か
。

・
質
疑
応
答
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

・
振
り
返
り
・
自
己
評
価
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
。
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❼ 「
語
句
」
の
解
説

次
の
語
の
対
義
語
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　

緊
張　

無
限　

静
止　

単
純

解
答
例

解
答
例

・
緊
張
↕
弛
緩

・
無
限
↕
有
限

・
静
止
↕
運
動

・
単
純
↕
複
雑

解
説
解
説

対
義
語
と
は
、
反
対
の
意
味
を
も
つ
語
で
あ
る
が
、
語
の
多
義
性
に
よ
り
、
次
の
よ

う
な
複
雑
な
対
応
関
係
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

・
行
く
↕
来
る

　　
　
　

 

↔

・
行
く
↕
帰
る

・
行
く
↕
戻
る

・
進
む
↕
戻
る

・
進
む
↕
止
ま
る

・
動
く
↕
止
ま
る

こ
の
よ
う
に
、
対
義
関
係
は
常
に
一
義
的
に
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
解

答
の
語
種
に
定
め
は
な
い
た
め
、「
緊
張
」
を
「
気
分
が
張
り
つ
め
て
、
ゆ
る
み
の
な

い
こ
と
。」
の
意
と
す
れ
ば
、「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
な
ど
も
正
答
と
な
り
う
る
。

❽ 「
漢
字
」
の
使
用
箇
所

緩
や
か
（
32
・
6
）　

徒
労
（
32
・
7
）　

静
寂
（
32
・
8
）

素
朴
（
33
・
3
）　　

間
隔
（
33
・
5
）　

華
や
か
（
33
・
6
）

凝
ら
す
（
33
・
14
）　

大
阪
（
35
・
8
）　

乏
し
い
（
35
・
9
）

対
象
（
35
・
14
）　　

鑑
賞
（
36
・
8
）　

極
致
（
36
・
9
）

相
手
の
こ
と
を

考
え
る

二
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❾ 

読
み
深
め
る
た
め
に

「
国
語
」
の
教
材
と
し
て
学
習
す
る
「
評
論
文
」
は
、
筆
者
の
主
観
性
に
重
き
が
置

か
れ
た
文
芸
評
論
的
な
色
彩
の
強
い
も
の
か
ら
、
論
説
文
な
ど
の
新
聞
記
事
、
科
学
評

論
、
報
告
文
な
ど
事
実
や
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
ま
で
、
そ
の
扱

う
分
野
は
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
な
か
る
作
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
言
葉
に

よ
っ
て
変
換
さ
れ
た
（
書
か
れ
た
）
と
い
う
意
味
で
、
厳
密
に
は
創
作
と
い
え
る
も
の

で
あ
り
、
創
作
で
あ
る
限
り
筆
者
の
意
図
や
主
観
が
介
入
す
る
こ
と
は
排
除
で
き
な
い
。

そ
う
し
た
観
点
か
ら
評
論
教
材
は
、
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
・
意
見
を

解
釈
す
る
と
い
う
営
み
で
あ
る
。

例
え
ば
、
文
芸
評
論
家
小
林
秀
雄
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な
っ
た
評
論
「
様
々
な
る
意
匠
」

（
一
九
二
九
年
）
に
「
批
評
と
は
つ
い
に
己
の
夢
を
懐
疑
的
に
語
る
事
で
は
な
い
の
か
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
評
論
読
解
と
は
、
そ
の
「
己
の
夢
」
つ
ま
り
筆

者
の
夢
を
解
釈
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
最
初
に
述
べ
た

よ
う
に
、「
評
論
教
材
」
に
は
多
様
な
作
品
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
文
芸
評
論
的
色
彩

の
強
い
も
の
か
ら
、
事
実
や
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
評
論
文
や
報
告
文
も
教
材
と

し
て
扱
う
こ
と
は
当
然
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
も
ど
こ
ま
で
が
事
実
や
デ
ー
タ
で

あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
の
筆
者
の
意
見
や
見
解
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
記
述
内

容
に
つ
い
て
正
確
に
識
別
す
る
読
解
力
が
求
め
ら
れ
る
。
読
者
（
解
釈
す
る
）
側
に
も
、

そ
の
表
現
や
記
述
方
法
に
対
し
て
の
批
判
的
読
解
力
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、「
評
論
文
」

読
解
の
基
本
的
手
続
き
で
あ
る
。

さ
て
、
評
論
文
「
水
の
東
西
」
は
、〈
水
〉
を
め
ぐ
っ
て
の
表
現
を
通
し
て
、
日
本

と
西
洋
の
文
化
比
較
を
行
い
な
が
ら
、
日
本
人
の
特
質
を
論
じ
て
い
る
。「
鹿
お
ど
し
」

や
「
噴
水
」
な
ど
具
体
的
な
事
象
を
素
材
と
し
た
〈
評
論
〉
の
形
式
を
も
っ
て
い
る
が
、

論
述
に
お
い
て
は
、
筆
者
の
主
観
的
判
断
や
思
い
に
貫
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
に
留

意
し
た
い
。

例
え
ば
、
冒
頭
「
鹿
お
ど
し
」
の
動
き
に
「
な
ん
と
な
く
人
生
の
け
だ
る
さ
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」（
32
・
1
）
と
あ
る
が
、
こ
の
「
…
…
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
」
と
い
う
言
い
方
は
、
そ
れ
が
そ
も
そ
も
筆
者
の
主
観
的
な
印
象
で
あ
る
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
一
方
、「
噴
水
」
に
つ
い
て
の
記
述
を

見
て
も
、「
そ
れ
（
噴
水
）
は
揺
れ
動
く
バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
さ
な
が
ら
で
あ
り
、
ほ
と
ば

し
る
と
い
う
よ
り
は
、
音
を
た
て
て
空
間
に
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
」（
35
・

2
）
と
あ
る
。「
バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
さ
な
が
ら
」「
…
…
よ
う
に
見
え
た
」
と
い
う
比
喩
表

現
に
は
、
筆
者
の
主
観
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
他
に
も
こ
う
し
た
表

現
は
随
所
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
作
品
が
劇
作
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
芸
評

論
的
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
評
論
文
の
中
で
日
本
人
の
特
質
と
さ
れ
た
「
積
極
的
に
、

形
な
き
も
の
を
恐
れ
な
い
」
感
性
と
い
う
の
も
、
あ
る
い
は
筆
者
の
「
夢
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
作
品
の
質
を
下
げ

る
も
の
で
は
全
く
な
い
。
む
し
ろ
筆
者
の
思
い
の
込
め
ら
れ
た
「
評
論
文
」
と
し
て
精

読
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
筆
者
の
思
い
を
丁
寧
に
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す

る
読
者
の
側
の
考
え
な
り
意
見
な
り
を
表
明
す
る
こ
と
が
評
論
文
読
解
の
重
要
な
営
み

に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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